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対象は、2007 年 4 月に愛知県内の C 病院入院中の患者のうち 65 歳以上の要介護高






し、その形成要因を決定木分析 SPSS Direction Tree (IBM)とロジスティック回帰分析
SPSS Base System 15.0 (IBM)により検討した。 
【結果】 















対象の要介護高齢者は某病院入院中の 65 歳以上の患者 70 名（81.1±7.7 歳、全員寝







膜状物質は 70 名中 16 名の口蓋から採取された(22.8%)。膜状物質の形成に最も優先
され、最も関連のある要因は決定木分析の結果「経口栄養か経管栄養か」であり、経口
摂取者には膜状物質がみられない。次に関連性が高かった要因は、ロジスティック回帰
分析から「舌背乾燥（オッズ比：32.3）」、続いて「開口（オッズ比；25.8）」である。 
以上の結果から、「経管栄養」により口腔内が自然清掃されないこと、「舌背乾燥」と
舌下粘膜の保湿度と関連がなく唾液分泌量に依存しない口腔粘膜の乾燥であること、
「開口」により口蓋粘膜が外気にさらされ乾燥していることが、膜状物質の形成要因と
いうことが考えられ、この 3 つの要因は、口腔機能が障害されている要介護高齢者に関
連し、口腔粘膜の乾燥が膜状物質の原因であることが示唆されている。 
この研究論文は、その手法、得られた結果から導いた考察とその結論はいずれも適切
である。超高齢社会を迎えた今日、要介護高齢者は増加することが予想され、口腔ケア
の重要性が増しており臨床的に応用していくことにより今後の成果が期待される。 
以上から、本論文が博士(歯学)の学位論文に値すると判断した。 
 
 
学力の確認の結果の要旨 
 
研究に関して、口頭により、目的、仮説の設定、結果に対する考察における文献の引
用や評価について質問し、適切な回答があり、説得力があると評価した。特に、目的に
対する研究方法の設定に関する質問についても適切であった。博士課程にふさわしい知
識を有していると判断された。 
 専門分野の知識として、①決定木分析の特徴と方法、②膜状物質の採取の方法とその
後の臨床的処理、③認知症の患者からの同意を得るなど倫理上の配慮、④本研究の疫学
的位置づけなどを質問し、いずれにも的確な回答が得られ、十分な専門的知識があるも
のと評価した。 
 以上により、申請者は博士(歯学)として十分な学力及び見識を有するものと認め、学
力の確認の結果を合格と判定した。 
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